
農業地域における地下水観測施設を長く使うための手引き
～日常点検のススメと調査・対策事例～

【概要版】

図１ 主な点検対象と確認項目

主な内容（下線部は、この概要版で紹介する項目）
第１章 地下水位観測の基礎知識
・地下水とうまく付き合うコツ（地下水位観測の意義）
・本資料の利用を想定している地域 ・地下水観測井・地下水観測孔
・地下水位の観測方法

第２章 日常点検
・観測施設の日常点検⇒p.１
第３章 地下水観測施設の障害の事例
・孔底への土砂の堆積⇒p.２ ・ストレーナーの目詰まり・付着物⇒p.２

第４章 地下水観測施設を長く使うための調査と対策の例
・孔底深度測定⇒p.３ ・孔内カメラ調査⇒p.３
・水質試料採取 ・孔内洗浄（送気洗浄（エアリフト）、高圧洗浄）⇒p.４
第５章 障害に強い観測施設の例
・主な留意事項⇒p.４

地下水観測は、農業用地下水の適正な利用に重要なものです。しかし、観測施設の主体で

ある地下水観測井・観測孔に土砂の堆積や目詰まりなどの障害が生じると、正確な地下水位

が観測できず、観測データが本来の地下水位とは異なる場合があります。

本資料では、農業地域における地下水観測施設を少しでも長く正常に使うためのヒントと

なる情報を整理しました。 地域に応じて地下水観測施設を長期間にわたり活用するための

参考となれば幸いです。

１

１．観測施設の日常点検（第２章で紹介）

地下水位の手計観測や水圧式水位計等の

データの回収など日常管理の際に、地下水

観測井・観測孔※や観測機器、観測孔周辺

について点検し、異常の有無を確認します。

※口径が比較的大きなものを地下水観測井、口径が比較的

小さなものを地下水観測孔と呼んでいます。本資料では、

主に地下水観測孔を例に説明しています。



２．地下水観測施設の障害の事例（第３章で紹介）
（１）孔底への土砂の堆積

図３ 孔底堆積物の例

（２）ストレーナーの目詰まり・付着物
ストレーナーは保孔管に丸穴やスリットなどの開口部を設け、観測孔の外と内とで

地下水が行き来できるようにしたものです。開口部がふさがると、地下水の行き来が

少なくなり、観測孔の水位が本来の地下水位と異なる高さ（深さ）になったり、水位

の変動幅が小さくなったりして、正確な地下水位の観測が困難になります。

図４ サビの状況（例） 図５ 鉄バクテリアの付着
（例） ２

図２ 観測孔の孔底への土砂堆積（模式図）

孔内カメラによる観測孔の孔底です。

灰色の堆積物の上に、やや大きな粒径

を含む砂状の堆積物が点在しています。

孔底深度測定器の先端です。柔らかい

孔底堆積物中に自重で沈んだ範囲に泥

が付着しています。

孔内カメラによる地下水位以下の状況

です。ストレーナーの丸孔から砂が流

入し、孔底（写真奥）に落下していま

す。

孔内カメラによる観測井の保孔管内壁の状況です。

左の写真は赤サビです。右はストレーナーの位置の写真ですが、サビと思われる

付着物が覆っているため開口穴は確認できません。

観測孔内から引き上げた孔内カメラに

付着した鉄バクテリアです。鉄バクテ

リアは鉄を含む機器や地下水中の鉄等

を媒介にして増殖します。

地下水観測孔の孔口や、ストレーナーや

保孔管の破損部から土砂が孔内に流入し、

孔底に土砂が堆積することで、孔底の深度

が浅くなっていきます。堆積物がストレー

ナーの位置にまで達すると、観測孔の外と

内で地下水の流れが悪くなり、正確な地下

水位の観測が困難になります。

付着物
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３．地下水観測施設を長く使うための調査と対策の例（第４章で紹介）

（１）孔底深度測定

孔底深度は、目盛付きのロープの先端に重りを付けた機器で測定します。孔底堆積

物がストレーナーの深度まで到達すると、地下水の観測に支障がでるので、定期的に

孔底深度を測定・記録しておくことが重要です。

孔内カメラで、観測孔内の状況を画像や動画で確認することができます。孔口から

孔内カメラを降ろし、保孔管内壁や継ぎ目の状況、ストレーナーの状況、孔内水の濁

りの状況等に注意します。内部の変形・腐食、異物の付着、孔底の堆積等の異常があ

れば、位置と状況を記録します。

図９ 孔内カメラ調査の記載例 ３

図７ 測定手法による孔底深度計測の差異（例）

図８ 孔内カメラ調査（例）

目盛付きロープを利用し、先端に鋼棒（ロッ

ド）を重りとしてつけています。鋼棒が孔底

に着底するとロープが緩みますので、着底し

た時の孔口部で目盛を読みます。

軟弱な孔底堆積物では、重りの重量が軽いと先端の到達深度が浅くなる

可能性があります。測定機器の重りは、堆積物への到達を触感で検知で

きる適正な重量にすることが重要です。

（２）孔内カメラ調査

図６ 孔底深度の測定用機器の例

カメラは、調査する観測孔の深度・水深や口径、調査目

的に応じた機器を選定することが重要です。

孔内カメラの画像等から得られた情報をまとめることで、ス

トレーナーの目詰まりや、孔壁の付着物の状況が分かります。
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（３）孔内洗浄

図１０ 送気洗浄の例

４

【送気洗浄（エアリフト）】

孔底まで入れたホースに圧縮空気を送り込み、孔内水の上

昇流を発生させ、堆積物を孔口から噴出させます。特殊な機

器は使わず、コンプレッサーを用いて作業を行います。

４．障害に強い観測施設の例（第５章で紹介）
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【高圧洗浄】

孔内に入れた高圧ホースから高い圧力の水を噴出

させることで、保孔管内壁の付着物を孔口から噴出

させます。

図１１ 高圧洗浄の例

（１）主な留意事項

観測孔と
作業用の
パイプ・
ホース

高圧ホース

観測孔

観測孔の構造や掘削・仕上げに気を付けることで、障害に比較的強い地下水観測孔

とすることが重要です。

図１２ 障害に強い観測施設のイメージ（模式図）

実際は、観測の目的や設置場所の

状況に応じた観測施設とすること

が重要です。
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